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1 . J A福光：の概況

富山県南砺市福光地域（県の西南端、旧福光町）は石川県との境界線に標高i.OOOm以
上の医王連山を有し、小矢川等の河川が流れる豊富な水と自然に恵まれた地域である。

気象については、 4～5月は温暖で6月以降に梅雨を迎え、 8～9月は比較的暑

く稲作に適している。冬は寒暖差を利用した干柿の生産が全国でも有名である。

これまで地域を支えてきた兼業農家（農家の約94%）は高齢化に伴い、後継者不足

農地資源荒廃が危倶されている状況となっている。

J A福光は、昭和41年（合併時）「福光農協基本構想Jの策定に基づき昭和44～45年

カントリーエレベーター施設の建設をはじめ、昭和52年「協同活動強化運動」の開始

を経？て、昭和56年より集落が自立する一町一農場を目指し、集落営農の組織化によっ

て生産コス トの低減等にすすめている。
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①組合員数 5, 5'11名（うち正 3,783名、 准 1,728名）

②役員数 25名（うち常勤：C4名）

③職員数 200名（うち営農指導員 1~ 3名）
④支所・支店数／＋1地区センター・ 4事業所

⑤管内市町村数i 1 市町村：~－（内訳： 1市）
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事業費

－購買高 29. 9億円

・貯金 632.1億円

・貸出金 51.5億円

－長期共済保有高 1,902億円

－販売高 23. 9億円
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r~－ . Iビジョン策定・l実践支援）に関すlる主な取組み経過

ビジョン及び人・農地プラン（以下、 「プラン」という）の一体的推進をはかる
ため、南砺市農業再生協議会の構成員組織として、行政（南砺市、県砺波農林振
興センター）との連携により管内11地区でのプランの策定を支援した。 ． 
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( 1 ) J A主催のプランに係る取組

①平成24年112月上旬福光生産組合連絡協議会 三

管内11地区の生産組合代表者との「地域農業の将来に関するアンケート
の調査結果に基づいて地域プラン策定の方向性を検討 --

②平成24年12月下旬ャ穿成25年1月中旬 生産組合長および担い手合同会議
①の結果を受けての地区毎の生産組合長および担い手との協議・検討

③平成25年1月下旬 地区センター協同活動強化推進会議（プラン策定後の会議）
協同活動強化13次3か年運動（※1）において「地域密着型の営農組織体制の確
立J 「持続可能な地域農業の－実現J 「プランの作成・実行による担い手の明確
化J等を中心に推進

④平成25年2月 各集落座談会
③の結果を受けての各集落（各農家） ιの将来の農業についての検討
（※2）平成25～27年度地域農業振興計画（第三13次3か年運動は、 CI研究会（各部署の係
長以下若手職員10名程度で構成、 24年6～8月検討会）、業務研究会一（CI研究会原案を参
考に8～10月営農 ・金融共済・ 生活・ 管理総務等の各部会での課題検討）を経て24年12月協
司活動運営季昌会今体会議での最終案の承訳凶，士院



(2）行政主催の（①②は県農業再生協議会主催）のプランに係る取組（JA参画）

①平成24年7月上旬 「プラン」パソ；コン研修会

プランの概要や、当該アンケー卜の調査結果を集計する「プランデータベー

スソフトJの使用方法についての説明

②平成24年11月上旬 プランの全体会議

県ブロック別の当該アンケート回答状況等についての協議，検討

③平成24年11月中旬 平成24年度第1回南砺市プラン検討委員会

同検討委員会の委嘱喜交付、今後のプランの策定について説明

④平成24年11月下旬 プランに係る事務説明会
プランの策定に伴う協力金等の事務についての説明

⑤平成25年1月中旬 平成24年度第2囲南砺市プラン検討委員会

1 1地区で策定されたプランについての審査・承認

4. ビジョン・プランの策定状況

①ビジョン策定済みの地区数 11地区（目標百計画地区数11地区）

②プラン策定済みの地区数 1 1地区 －（目標・計画地区数11地区）

¥: -4 
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( 1 ）策定・実践に向けた支援体制の整備状況

①J A肉の支援体制の整備状況又はJ協議会内の支援俸制整備状況

ア．取組方針 人い

協同の精神を基本として地域および地域農業に貢献するという JAの使命を果
齢たすため、昭和52年より協同活動強化運動を開始し、昭和56年より集落営農の機

能向上をはかるために集落営農の組織化等をすすめている。

そのよで行政等の関係機関との連携協力により、各地区（集落）におけるビジョ

ンの策定・実践に向けた取組を支援。

イ．地域営農支援チームの体制

地区協同活動強化推進協議会（地区運営委員会）によるサポートの下で、 .11地

区（プラン策定地区）に設置されている各セシターが地区とJAとの調整役とな
り、それを受けて営農部を始めとする各部署が協同活動強化運動における3つの

i. 5 



協同活動強化第13次3か年（平成Z5年慮～Z7年度）

“安心し乞墓ょうせる地域祉会壱めざし亡”

女「次代へつなぐ協同」

女「JA福光らしい組織運動の展開」

曲
辰尚昌
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生 活

地域資源の未来の創造
d豊かで暮らしゃすい

地域社会の実現に向けて

I .農業・農村を支える多様な
担い手づくりの実践

n.地域農業を支える
ものづくりの実践

E「安全・安心・信頼』される
福光農業ネットワークの創造

I .地域のライスラインを支える
JAとしての総合機能の実践
JI.「安全・安心なくらしの実現」
に向けた協同活動の実践
E地域コミュニティの活性化に向
けたJA地域くらしの実践

I .JA福光らしさ安全・安心
な経営基盤戦略の実践
ll.JAの経営を支える
健全性の雑持・向上
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2.良質・多収量続晶祖回覧培の司書i立
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